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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が打ち出される遊技盤を枠体に装着し、枠体に遊技球を貯留しておく貯留皿を有
する開閉体を回動可能に設け、前記貯留皿に遊技球を払い出すための払出通路を前記遊技
盤の裏側に設け、前記開閉体が開いている時には払出通路から貯留皿に遊技球を払い出し
不能となるように払出通路を球止状態にすると共に、開閉体が閉じている時には払出通路
から貯留皿に遊技球を払い出し可能となるように払出通路を球止解除状態にする球止め手
段を前記払出通路に設けた遊技機において、
　前記球止め手段は、
　前記払出通路の下流端にある球供給口において遊技球が流下する方向と直交状に交差す
る水平軸心回りに回動可能に支持され、前記払出通路の球供給口から前記貯留皿へ遊技球
が払い出されないように前記払出通路を球止状態にする払出停止位置と、前記球供給口か
ら前記貯留皿へ遊技球が払い出されるのを許容すべく前記払出通路を球止解除状態にする
払出可能位置をとり得る回動部材を備え、
　前記回動部材は、前記払出可能位置のときに遊技球を通過させる球供給通路と、前記払
出可能位置のときに前記球供給通路の底壁部を形成すると共に前記払出停止位置のときに
遊技球を球止めする球止部とを有し、
　前記球供給通路と球止部とが前記水平軸心回りに回動することで前記払出通路の球供給
口が開閉されることを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、払出機構から貯留皿へ遊技球を払出す払出通路の下流端の球供給口を、貯留
皿を設けた開閉体の開閉動作に連動させて開閉する球止め手段の構造を改良したものに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機では、枠体に遊技盤が装着され、この枠体に遊技球を貯留する貯留皿を有す
る開閉体が回動自在に軸支されている。遊技盤には複数の入賞口が設けられ、遊技盤の背
面側の左側部に遊技球（賞球）を払出す払出機構が設けられ、この払出機構から払出した
遊技球を貯留皿に導く払出通路が遊技盤の裏側と下側に亙って設けられている。
【０００３】
　開閉体の背面側には、払出通路の下流端の球供給口から流下する遊技球を貯留皿の球導
入口へ導く受け皿集合樋が設けられ、この受け皿集合樋は開閉体の背面から後方へ張り出
して、前記払出通路の下流端の球供給口から流下してくる遊技球を受けとるように構成さ
れている。
　前記開閉体を閉じた状態では払出通路の下流端の球供給口を開放すると共に、開閉体を
開いた状態では前記球供給口を閉じるように、開閉体の開閉動作に連動して開閉する球止
め機構が払出通路上に設けられている。
【０００４】
　特許文献１に記載のパチンコ機においては、枠体側に球止め機構が設けられ、開閉体に
前記のような後方へ張り出す受け皿集合樋が設けられている。この球止め機構は、鉛直軸
心回りに回動して払出通路の下流端の球供給口を開閉するシャッターと、シャッターの下
面に形成された案内溝と、シャッターを閉止位置に付勢するバネ部材と、受け皿集合樋に
固定した係止金具に鉛直向きに突設された係止ピンとで構成されている。
【０００５】
　開閉体を閉じた状態では、受け皿集合樋が枠体側へ突入した状態になり、球止め機構の
係止ピンがシャッターの案内溝に係合してシャッターを開放位置に係止し、払出通路の下
流端の球供給口から流下してくる遊技球が受け皿集合樋を介して貯留皿の球導入口に導入
される。開閉体を開いた状態では、受け皿集合樋が枠体の前方へ回動移動するため、係止
ピンが案内溝から離脱し、シャッターがバネ部材により閉止位置へ回動されて払出通路の
下流端の球供給口が閉じられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－２５９６５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来の遊技機では、シャッターを鉛直軸心回りに回動させて払出通路の下流端の球供給
口を開閉する構造であったので、シャッターに払出通路の遊技球の重量が作用するためシ
ャッターが開放位置へ動作する際の抵抗が大きくなり、シャッターとその周辺の摺動部が
摩耗し易くなって球止め機構の耐久性が低下すること、球止め機構の後側にシャッターが
開放位置に移動するのを許容するスペースが必要で、枠体側の機器配置の制約が生じるこ
と、球止め機構の部品数が多く構造が複雑で製作費が高価になること等の問題がある。
【０００８】
　さらに、受け皿集合樋を突入させるスペースを枠体側に設けなければならないので、枠
体側の機器配置の制約が生じること、受け皿集合樋の製作費も必要になること等の問題が
ある。
【０００９】
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　本発明の目的は、小型で払出通路の下流端近傍部の狭いスペースに設置可能な且つ安価
に製作可能な球止め手段を備えた遊技機、受け皿集合樋を省略した遊技機を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本願発明は次の構成を有するものである。但し、参照符号は本願発明の理解促進の為に
図面に図示した構成要素との対応関係の一例を示したものであり、本願発明の技術的範囲
を限定するものではない。
【００１１】
　第１の発明（遊技機）は、遊技球(18)が打ち出される遊技盤(2)を枠体(3)に装着し、枠
体(3)に遊技球(18)を貯留しておく貯留皿を有する開閉体(4)を回動可能に設け、前記貯留
皿に遊技球(18)を払い出すための払出通路(8)を前記遊技盤(2)の裏側に設け、前記開閉体
(4)が開いている時には遊技球(18)を払い出し不能にすると共に、開閉体(4)が閉じている
時には遊技球(18)を払い出し可能にする球止め手段(60)を前記払出通路(8,30)に設けた遊
技機(1)において、前記球止め手段(60)は、前記払出通路(8,30)の下流端にある球供給口(
30b)において遊技球(18)が流下する方向と直交状に交差する水平軸心回りに回動可能に支
持され、前記払出通路(8,30)の球供給口(30b)から前記貯留皿へ遊技球(18)が払い出され
ないようにする払出停止位置と、前記球供給口(30b)から前記貯留皿へ遊技球(18)が払い
出されるのを許容する払出可能位置をとり得る回動部材(61)を備え、前記回動部材(61)は
、前記払出可能位置のときに遊技球を通過させる球供給通路と、前記払出可能位置のとき
に前記球供給通路の底壁部を形成すると共に前記払出停止位置のときに遊技球を球止めす
る球止部(61b)とを有し、前記球供給通路と球止部(61b)とが前記水平軸心回りに回動する
ことで前記払出通路(8)の球供給口(30b)が開閉されることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、回動部材が球供給口を開閉する開閉動作するためのスペースを球止め
手段の背面側に設ける必要がなく、回動部材を配置する為に必要な回動部材占有スペース
とほぼ同等のスペース内で回動部材を回動させて払出可能位置と払出停止位置とに切換え
可能であるため、小型、省スペースで簡単な構造の且つ安価に製作可能な球止め手段を実
現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施例に係る遊技機の正面図である。
【図２】枠体の前側から視た斜視図である。
【図３】枠体の正面図である。
【図４】枠体の背面図である。
【図５】枠体の後側から視た斜視図である。
【図６】開閉体の下部を後側から視た斜視図である。
【図７】払出ユニットの前側から視た斜視図である。
【図８】払出ユニットの背面図である。
【図９】払出ユニットの前部ケースの背面図である。
【図１０】払出ユニットの後部ケースの背面図である。
【図１１】払出ユニットの後面カバーの正面図である。
【図１２】通路開閉部材の斜視図である。
【図１３】通路開閉部材の背面図である。
【図１４】傾斜球通路と通路開閉部材（開位置）と禁止機構などの背面図である。
【図１５】傾斜球通路と通路開閉部材（閉位置）と禁止機構などの背面図である。
【図１６】球通路ユニットの前側から視た斜視図である。
【図１７】球通路ユニットの分解斜視図である。
【図１８】球止機構の要部の分解斜視図である。
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【図１９】前端カバーの下方から視た斜視図である。
【図２０】球止機構の回動部材とレバー部材の斜視図である。
【図２１】レバー部材の斜視図である。
【図２２】板バネの斜視図である。
【図２３】球通路ユニットと球止機構（払出可能位置）の縦断面図である。
【図２４】球通路ユニットと球止機構（払出停止位置）の縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を実施するための形態について実施例に基づいて説明する。
【実施例】
【００１８】
　図１～図５に示すように、本実施例に係る弾球遊技機１は、前面側に遊技盤２が装着さ
れた枠体３（外枠と内枠）と、この枠体３の左側端部に左側端部が回動自在にヒンジ連結
され且つ遊技盤２の前面を塞ぐガラス板が装着された開閉体４（前枠）とを備えている。
以下の説明において、遊技機１の前側から視た前後左右を前後左右として説明する。
【００１９】
　前記枠体３には、背面側の上部に位置する球タンク５、球タンク５から払出ユニット６
を経由して貯留皿（図示略）の球導入口７（図６参照）に導く球通路８（払出通路に相当
する） 、この球通路８の途中部に介装された払出機構９（図１１参照）を含む払出ユニ
ット６、球通路８の途中部分を形成する球通路ユニット１０、球通路８の下流端に設けら
れた球止機構６０（図１７参照）、遊技盤２に組み込まれた遊技演出用の画像表示装置１
２、種々の球検出用スイッチを含むスイッチ類、複数のギミック類、画像表示装置１２と
スイッチ類とギミック類と複数のＬＥＤとスピーカなどに電気的に接続された複数の制御
ユニット、複数の電源機器などが装着されている。前記複数の電源機器や払出制御ユニッ
トは、枠体３の下部構造３ａの背面に装着されている。
【００２０】
　開閉体４の左側部と上側部と右側部の前面には、複数のＬＥＤ、スピーカ、装飾カバー
４ａ～４ｅ等が装着され、開閉体４の下部に装着される皿ユニット１３には、貯留皿、発
射装置１４、遊技者が操作する演出用操作ボタン１５及び複数の操作ボタン類１６などが
設けられ、皿ユニット１３の貯留皿の下側には下皿１７が設けられている。
【００２１】
　次に、払出ユニット６とその周辺の機構について説明する。
　図３、図４、図７～図１１に示すように、枠体３の左側部には、背面側に払出ユニット
６を着脱可能に取付ける為の払出ユニット取付け部２０と、球通路ユニット１０とが設け
られている。
　払出ユニット６は、前記球通路８の一部分を形成する通路形成部材６Ａに、払出機構９
を組み込んでユニット化し、枠体３の払出ユニット取付け部２０に着脱自在に装着される
ものである。
【００２２】
　図７は払出ユニット６を前方右側から視た斜視図であり、図８は払出ユニット６の背面
図である。払出ユニット６の通路形成部材６Ａは、上下方向に細長いほぼ直方体形状に形
成され、透明合成樹脂で構成されている。この通路形成部材６Ａは、前部ケース２１と、
この前部ケース２１の背面に固定される後部ケース２２と、前部ケース２１の上部の前面
を覆う前面カバー２１ａと、後部ケース２２の背面側を覆う後面カバー２３などで構成さ
れている。
【００２３】
　図９は、前部ケース２１の背面図であり、図１０は後部ケース２２の背面図であり、図
１１は後面カバー２３の正面図である。前部ケース２１と後部ケース２２の内部には、上
部球通路２４と、蛇行状の下部球通路２５が形成されている。後部ケース２２と後面カバ
ー２３とで球抜き用下部球通路２６（図４参照）が形成されている。
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【００２４】
　上部球通路２４は、途中で貸し球や賞球用上部球通路２４ａと球抜き用上部球通路２４
ｂとに分岐し、その分岐部には遊技球を上部球通路２４ａと球抜き用上部球通路２４ｂと
に択一的に振り分ける揺動式の振分け体（図示略）が設けられ、この振分け体の位置を切
換える操作具（図示略）が設けられ、振分け体は通常は上部球通路２４ａへ遊技球を流下
させる位置に保持され、球抜きする際には操作具を操作して球抜き用上部球通路２４ｂへ
遊技球を流下させる位置へ切換えられる。
【００２５】
　上部球通路２４ａの円形凹部２７には、貸し球や賞球払い出しの為にステッピングモー
タ９ａによりギヤ９ｂ，９ｃを介して回転駆動されて遊技球を１つずつ払出すスプロケッ
ト９ｄが装着され、払出される遊技球を検出するスイッチ２８も設けられている。上記の
ステッピングモータ９ａ、ギヤ９ｂ，９ｃ、スプロケット９ｄにより払出機構９が構成さ
れている。
【００２６】
　上部球通路２４ａに流下した遊技球は蛇行状の下部球通路２５に導入され、下部球通路
２５の下端から球通路ユニット１０内の球通路３０へ導入され、また球抜き用上部球通路
２４ｂへ流下した遊技球は図４に示す球抜き用下部球通路２６に導入され、この球抜き用
下部球通路２６の下端から球通路ユニット１０内の球抜き用球通路３１へ導入される（図
１６～図１８参照）。
【００２７】
 　次に、払出ユニット６を枠体３の払出ユニット取付け部２０の背面に着脱自在に装着
し、固定位置に保持する固定機構について説明する。図８、図１０に示すように、払出ユ
ニット６の後部ケース２２の下半の右端部には、右方へ少し張り出す板状の固定用フラン
ジ部３２が形成され、この固定用フランジ部３２には、枠体３の払出ユニット取付け部２
０の図５に示す上下１対の係合片３３（係合部に相当する）に係合させる為の上下１対の
切欠き部３４（被係合部に相当する）が形成されている。
【００２８】
　切欠き部３４は、矩形状の主切欠き部３４ａと、この主切欠き部３４ａの上端に連なる
矩形状の副切欠き部３４ｂと、副切欠き部３４ｂに隣接する矩形板部３４ｃと、副切欠き
部３４ｂの上側の係止部３４ｄを有する。払出ユニット６の前面カバー２１ａの上部には
、矩形穴３５（被係合部に相当する）が形成されている（図７参照）。
　図５に示すように、枠体３の払出ユニット取付け部２０の右端部には、平面視Ｌ形の上
下１対の係合片３３が一体形成されている。枠体３の払出ユニット取付け部２０には、前
記矩形穴３５に対応する断面Ｌ形の係合片３６（係合部に相当する）が一体形成されてい
る。
【００２９】
　払出ユニット６を装着する際、払出ユニット取付け部２０に払出ユニット６を後方から
接近させ位置決めしてから、払出ユニット６を前方へ押圧することで、枠体３側の係合片
３３を主切欠き部３４ａから後方へ通過させ、次に払出ユニット６を副切欠き部３４ｂの
高さだけ下方へ平行にスライド移動させると、矩形板部３４ｃが係合片３３に係合して後
方へ移動しないように規制されると共に、係止部３４ｄが係合片３３の上端で受け止めら
れる。
【００３０】
　また、上記と並行して、係合片３６が払出ユニット６の矩形穴３５に突入し、払出ユニ
ット６を下方へスライド移動させると、矩形穴３５の上側壁部が係合片３６に係合する。
このとき、払出ユニット６の通路形成部材６Ａの下端が球通路ユニット１０の上端の受け
部３７に当接して支持される。こうして、払出ユニット６が固定位置に保持される。上記
とは反対に、払出ユニット６を上方へスライド移動させると、矩形板部３４ｃが係合片３
３から係合解除され、矩形穴３５の上側壁部が係合片３６から係合解除されて払出ユニッ
ト６が非固定位置に切換えられる。
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【００３１】
　次に、図４、図１２～図１５に基づいて、払出ユニット６の上流側近傍の位置において
球タンク５から延びた傾斜球通路４１の下流端を開閉する通路開閉部材４２と、この通路
開閉部材４２と連動して払出機構９が組み込まれた通路形成部材６Ａの取り外し（つまり
、払出ユニット６の取り外し）を禁止可能な取外禁止機構４０について説明する。前記通
路開閉部材４２は、払出ユニット６の通路形成部材６Ａの上端近傍位置において、枠体３
側の傾斜球通路４１を形成する傾斜球通路形成部材４３に左右方向へ位置切換え自在に装
着され、傾斜球通路４１の下流端を開放する開位置と同下流端を閉塞する閉位置とに亙っ
て切換え可能に構成されている。
【００３２】
　前記通路開閉部材４２は、合成樹脂製の板状部材に形成され、左右に細長い本体部４２
ａと、この本体部４２ａに縦向きに形成された左右に細長い長穴４２ｂと、本体部４２ａ
から後方へ突出した手動操作用の操作部４２ｃと、本体部４２ａの左端から左方へ突出す
る角棒状の細長い球止部４２ｄと、本体部４２ａの下面側に突出した背面視にて矩形の規
制部４２ｅと、本体部４２ａに上方へ突出するように形成された弾性突起４２ｆとを有す
る。前記規制部４２ｅは所定の前後方向の厚さを有するものである。
【００３３】
　この通路開閉部材４２の上端面を傾斜球通路形成部材４３の下壁部４３ａに摺接させる
と共に、前端面を傾斜球通路形成部材４３の壁面に摺接させ、球止部４２ｄが傾斜球通路
形成部材４３の溝部及びガイド孔４３ｂに左右へ摺動自在に配置されている。傾斜球通路
形成部材４３から突出した縦向きのピン部４３ｃを上方から長穴４２ｂへ挿通させ、その
ピン部４３ｃに座金４４を介してビス４５を螺合させることで、座金４４により通路開閉
部材４２の下方移動を規制しつつ、左右方向へ所定ストロークだけ移動自在に装着してい
る。 
【００３４】
　前記操作部４２ｃを指先で左方へ操作して通路開閉部材４２を左方へ移動させると、球
止部４２ｄが球通路４１の下流端部へ突入して球通路４１を閉じた閉位置（図１５）にな
り、遊技球１８が受け止められる。また、この閉位置から通路開閉部材４２を右方へ移動
させると、球止部４２ｄが球通路４１から後退して球通路４１を開いた開位置（図１４）
になり、遊技球１８が通過可能になる。
【００３５】
　弾性突起４２ｆは、コ字のスリット４２ｇにより弾性を付与した弾性片４２ｈの自由端
側端部の上面に山形形状に形成されている。傾斜球通路形成部材４３の下壁部４３ａには
、通路開閉部材４２が開位置のとき弾性突起４２ｆが係合する山形の凹部４６ａと、通路
開閉部材４２が閉位置のとき弾性突起４２ｆが係合する山形の凹部４６が形成されている
。
【００３６】
　一方、払出ユニット６の通路形成部材６Ａの上端部には、通路開閉部材４２の規制部４
２ｅに対応する被規制部４７が一体形成されており、通路開閉部材４２が開位置にあると
きには、規制部４２ｅが被規制部４７の上端に当接状に係合して、払出ユニット６の固定
位置から非固定位置への上方移動を禁止するので、払出ユニット６の取り外しが禁止され
る。また、通路開閉部材４２が閉位置へ切換えられたときには、規制部４２ｅが被規制部
４７から左方へ離隔し、払出ユニット６の固定位置から非固定位置への上方移動が許容さ
れるため、払出ユニット６の取り外しが許容される。
【００３７】
　このように、通路開閉部材４２に形成した規制部４２ｅと、払出ユニット６に形成した
被規制部４７とで取外禁止機構４０が構成され、この取外禁止機構４０は、通路開閉部材
４２が閉位置にあるとき払出ユニット６（つまり、通路形成部材６Ａ）の取り外しを許容
し、通路開閉部材４２が開位置にあるとき払出ユニット６（つまり、通路形成部材６Ａ）
の取り外しを禁止する。
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【００３８】
　次に、球通路ユニット１０について図１６、図１７に基づいて説明する。
  透明合成樹脂製の球通路ユニット１０は、払出ユニット６の下部球通路２５と球抜き用
下部球通路２６の下流端に夫々連なる貸し球や賞球用の球通路３０と球抜き用球通路３１
を形成したものである。球通路ユニット１０の上端部には、貸し球や賞球用の球導入口３
０ａと、球抜き用の球導入口３１ａとが形成されている。
【００３９】
　球通路ユニット１０は、払出ユニット６の下端に下方から対向する鉛直部１０ａと、こ
の鉛直部１０ａの下端から前方へ緩傾斜状に延びる上段緩傾斜部１０ｂと、この上段緩傾
斜部１０ｂの前端から下方へ湾曲する湾曲部１０ｃと、この湾曲部１０ｃの下端から前方
へ緩傾斜状に延びる下段緩傾斜部１０ｄとを備えている。
　球通路ユニット１０は、本体ケース５０と、この本体ケース５０の前面側を覆う本体カ
バー５１と、本体ケース５０の前端に固定された前端ケース５２と、この前端ケース５２
の上面を覆う前端カバー５３とを備えている。これらケース類５０～５３は「通路形成部
材」に相当する。
【００４０】
　本体ケース５０の左右両端部の前端部には、上下１対のコ字形部５０ａが形成され、本
体カバー５１の左右両端部の後端部には、上下１対の係止爪部５１ａが形成され、これら
係止爪部５１ａにコ字形部５０ａを係止させることで、本体ケース５０と本体カバー５１
とが分離可能に結合される。尚、本体カバー５１の下部は、左右１対のビス（図示略）に
より本体ケース５０に結合される。この球通路ユニット１０の内部に、貸し球や賞球用の
２つの球通路３０と１つの球抜き用球通路３１が形成され、球通路３０の断面は僅かに横
長の矩形状であり、球抜き用球通路３１の断面は略正方形状である。
【００４１】
　次に、球止機構６０について図１６～図２４に基づいて説明する
　前記球通路ユニット１０の前端部（前端ケース５２と前端カバー５３の前端部）の内部
には、前記の開閉体４が開いている時には球通路３０から貯留皿に遊技球１８を払出し不
能となるように球通路３０を球止状態にすると共に、開閉体４が閉じている時には球通路
３０から貯留皿に遊技球１８を払出し可能となるように球通路３０を球止解除状態にする
球止機構６０（球止め手段に相当する）が２つの球通路３０の下流端部（球通路８の下流
端部）に設けられている。
【００４２】
　この球止め機構６０は、２つの球通路３０の下流端にある球供給口３０ｂにおいて遊技
球１８が前方へ前方下り緩傾斜状に流下する方向に対して直交状に交差する水平軸線回り
に回動可能に支持された回動部材６１と、この回動部材６１を払出停止位置へ付勢する捩
じりバネ６２（付勢部材に相当する）と、開閉体４が閉じられる際に開閉体４で押動され
て払出可能位置になるように回動部材６１を回動させるレバー部材６３と、このレバー部
材６３を回動自在に支持する縦向き支軸６４と、開閉体４の裏面に設けられ開閉体４が閉
じられる際にレバー部材６３を後方へ押圧する板バネ６５とを備えている。
【００４３】
　回動部材６１は合成樹脂製の一体品に構成され、この回動部材６１は、球供給口３０ｂ
の左右幅と等しい左右長を有する断面翼形の本体部６１ａと、この本体部６１ａに対して
上下に間隔（遊技球１８が通過可能な間隔（球供給通路））をあけて対向する偏平棒状の
球止部６１ｂと、これら本体部６１ａと球止部６１ｂの両端部を連結する縦向きの１対の
端板６１ｃ，６１ｄと、左右方向の中間位置で本体部６１ａと球止部６１ｂとを連結する
縦リブ６１ｅと、左右の両端板６１ｃ，６１ｄの前端寄り部位から左右方向へ水平に突出
する軸部６１ｆ，６１ｇと、左側の端板６１ｃから左方へ突出する突出片６１ｈなどを有
する。突出片６１ｈは軸部６１ｆから所定距離離隔した位置に傾斜状に設けられている。
【００４４】
　回動部材６１の左側の軸部６１ｆに捩じりバネ６２を装着してから合成樹脂製のブッシ
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ュ６６が回動自在に外嵌され、前記ブッシュ６６が球通路ユニット１０の前端ケース５２
の左側部の縦壁部に形成したＵ形切欠き部６７に上方から装着され、右側の軸部６１ｇに
回動自在に外嵌された合成樹脂製のブッシュ６８は、前端ケース５２の右側縦壁のＵ形切
欠き部６７に上方から装着される。
【００４５】
　次に、前端カバー５３を上方から前端ケース５２に装着してから、前端カバー５３の左
端側のビス穴５４に上方から挿通させたビス（図示略）を前端ケース５２のビス穴５５に
螺合させると共に、前端カバー５３の右端側のビス穴５６に上方から挿通させたビス（図
示略）を前端ケース５２のビス穴５７に螺合させることで、前端カバー５３が前端ケース
５２に固定され、前端カバー５３の左端近傍部の下面側に突出させた規制突起５８をブッ
シュ６６の上面に当接させることで、ブッシュ６６が上方移動しないように規制されてい
る。また、右側のＵ形切欠き６７の上面は前端カバー５３の係止片６９で塞がれ、ブッシ
ュ６８が上方へ移動しないように規制されている。このように、回動部材６１は、その軸
部６１ｆ，６１ｇを介して、左右方向に延びる水平な軸心を有するブッシュ６６，６８に
回動自在に支持されている。
【００４６】
　前記捩じりバネ６２の一端は前端ケース５２のバネ受け溝５９に係合され、捩じりバネ
６２の他端は突出片６１ｈの下面に係合され、回動部材６１は図２３において反時計回り
の方向へ、つまり払出停止位置の方へ回動付勢されている。
　こうして、回動部材６１は、球通路３０の下流端近傍部を形成する通路形成部材である
前端ケース５２と前端カバー５３に、軸部６１ｆ，６１ｇを回動中心として、球供給口３
０ｂから貯留皿へ遊技球１８が払出されないように球通路３０を球止状態にする払出停止
位置（図２４参照）と、球供給口３０ｂから貯留皿へ遊技球１８が払出されるのを許容す
べく球通路３０を球止解除状態にする払出可能位置（図２３参照）とに亙って約４５度回
動可能に構成され、軸部６１ｆに装着された捩じりバネ６２により払出停止位置の方へ付
勢されている。
【００４７】
　回動部材６１の前面は前端ケース５２と前端カバー５３の前面板７０で覆われ、回動部
材６１の上面は前端カバー５３で覆われている。図２４に示すように、回動部材６１が払
出停止位置のとき、本体部６１ａが前面板７０に面接触状に受け止められて払出停止位置
を保持する。この払出停止位置のとき、操作レバー６３の本体部６３ｂの部分円筒部６３
ｃは、前面板７０よりも前方へ突出している。
【００４８】
　図２３に示すように、回動部材６１が払出可能位置にあるとき、球止部６１ｂが球通路
３０の下流端近傍部の底部（底壁部）を形成する位置になり、本体部６１ａが球止部６１
ｂの上側に位置し、球供給口３０ｂが開放されて遊技球１８が貯留皿へ払い出されるのを
許容する。図２４に示すように、回動部材６１が払出停止位置になるとき、回動部材６１
が図２３の状態から反時計回りに約４５度回動し、払出停止位置になったときには球止部
６１ｂが球供給口３０ｂの中段部に位置して球供給口３０ｂの下半部分を封鎖して遊技球
１８が貯留皿へ払い出されないようにする。
【００４９】
　合成樹脂製のレバー部材６３は、鉛直な軸穴を形成した枢支部６３ａと、この枢支部６
３ａから右方へ延びるレバー本体部６３ｂ及びレバー後部６３ｅとを一体形成したもので
ある。レバー本体部６３ｂの右端側前面は、板バネ６５を当接させる為の部分円筒部６３
ｃに形成され、レバー本体部６３ｂの右端側後部には開閉体４が閉じられる際に回動部材
６１の突出片６１ｈを押動させる押圧部６３ｄが後方へ突出状に形成され、この押圧部６
３ｄの後面は部分円筒面に形成されている。
【００５０】
　レバー後部６３ｅは、レバー本体部６３ｂよりも上下幅が小さく形成されてその右端部
が押圧部６３ｄに一体形成されている。レバー後部６３ｅには、枢支部６３ａの右側近傍
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位置において下方へ突出する係止片６３ｆが一体形成されている。
　前記枢支部６３ａに挿通させた支軸６４の下部は、前端ケース５２に形成した筒部の軸
穴７１に挿入して支持され、支軸６４の上端側部分は前端カバー５３の左端近傍部に形成
した軸穴７２に挿入して支持されている。レバー部材６３は、前端板７０に形成した矩形
状の凹部７０ａと切欠き部７０ｂに配置され、押圧部６３ｄが切欠き部７０ｂを可動に貫
通する状態に配置され、係止片６３ｆは前端板７０の背面側の凹部７０ｃに配置されてい
る。
【００５１】
　図６に示すように、開閉体４の裏面側のうち、開閉体４を閉じたときレバー部材６３の
部分円筒部６３ｃに対応する部位には、板バネ６５が設けられている。この板バネ６５は
開閉体４に固定される取付部６５ａと、この取付部６５ａから左方へ延びる断面台形状の
突出部６５ｂと、自由端部６５ｃとを備え、取付部６５ａが２つのビスで開閉体４に固定
されている。
【００５２】
　開閉体４が枠体３に対して開かれた開位置のとき、板バネ６５がレバー部材６３から離
れるため、回動部材６１が捩じりバネ６２の付勢力で付勢されて払出停止位置になり、球
供給口３０ｂが球止部６１ｂで部分的に封鎖されて球止状態になり、レバー部材６３の押
圧部６３ｄが突出片６１ｈ により前方へ押されるためレバー部材６３のレバー本体部６
３ｂの部分円筒部６３ｃが前端板７０よりも前方へ突出した状態になり、係止片６３ｆが
凹部７０ｃの壁面に当接してそれ以上前方へ移動しないように規制される。
【００５３】
　開閉体４が閉じられると、板バネ６５の突出部６５ｂがレバー部材６３の部分円筒部６
３ｃを後方へ押圧するため、レバー部材６３の押圧部６３ｄが回動部材６１の突出片６１
ｈを後方へ押し、回動部材６１が払出可能位置になり、球止解除状態になる。回動部材６
１が払出可能位置にあるとき球供給口３０ｂから流下した遊技球１８は貯留皿へ遊技球を
導く球導入口７（図６参照）へ流下する。尚、球通路ユニット１０の球抜き用球通路３１
の球出口３１ｂから流下した遊技球１８は、開閉体４の球排出通路へ流下する。
【００５４】
　次に、遊技機の作用、効果について説明する。
　最初に、通路開閉部材４２と取外禁止機構４０の作用、効果について説明する。
　外部から球タンク５に供給された遊技球１８を払出ユニット６に導くと共に払出された
遊技球１８を貯留皿に導く球通路８の一部分を形成する通路形成部材６Ａと、この通路形
成部材６Ａ内の球通路２４，２５の上流側（傾斜球通路４１の下流端部）を開放する開位
置と閉塞する閉位置とに亙って切換え可能な通路開閉部材４２と、この通路開閉部材４２
が閉位置にあるときに通路形成部材６Ａの取り外し（払出ユニット６の取り外し）を許容
し、通路開閉部材４２が開位置にあるときに通路形成部材６Ａの取り外し（払出ユニット
６の取り外し）を禁止する取外禁止機構４０とを設けたので、通路開閉部材４２が開位置
にあるときは、取外禁止機構４０により通路形成部材６Ａ（つまり、払出ユニット６）の
取り外しが禁止される。
【００５５】
 そのため、通路開閉部材４２を閉位置に切換えるのを忘れて開位置にしたまま通路形成
部材６Ａ（つまり、払出ユニット６）を取り外そうとしても、通路形成部材６Ａを取り外
すことができない。そのため、通路開閉部材４２が開位置のまま通路形成部材６Ａを取り
外して、複数の遊技球１８を機外へこぼしてしまうのを確実に防止することができる。
【００５６】
　通路開閉部材４２が閉位置になったことを条件にして通路形成部材６Ａの取り外しが許
容されるため、通路開閉部材４２と球通路壁面との間に遊技球１８が仮に噛み込んだとし
ても、その噛み込み状態では通路開閉部材４２が閉位置にならないから、遊技球１８を噛
み込んだ状態で払出ユニット６を取り外してしまう虞もない。しかも、球止部４２ｄが角
棒状に細長く形成されているため、球止部４２ｄの先端と球通路壁面との間に遊技球１８
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を噛み込みにくくなっている。
　禁止機構４０は、払出ユニット６に設けた被規制部４７と、通路開閉部材４２に一体形
成された規制部４２ｅとで構成するため、簡単な構造で簡単に操作可能なものになる。
【００５７】
　また、通路開閉部材４２に弾性突起４２ｆを形成し、通路開閉部材４２が開位置と閉位
置のとき、弾性突起４２ｆを傾斜球通路形成部材４３側の凹部４５，４６に夫々係合させ
るため、振動等により通路開閉部材４２が勝手に動くことがないから信頼性に優れる。
【００５８】
　払出ユニット６は通路形成部材６Ａに払出機構９を組み込んだ構成であり、払出ユニッ
ト６は枠体３の払出ユニット取付け部２０に着脱自在に装着され、前記禁止機構４０を設
けたため、通路開閉部材４２を閉位置に切換えるのを忘れて開位置にしたまま払出ユニッ
ト６を取り外すことを確実に防止することができる。
【００５９】
　払出ユニット６を払出ユニット取付け部２０に固定する際には、払出ユニット６を払出
ユニット取付け部２０に対して位置決め後に前方へ押圧し且つ下方へスライド移動させる
ことにより、後部ケース２２に形成した２つの切欠き部３４（被係合部）を払出ユニット
取付け部２０に形成した２つの係合片３３（係合部）に係合させると共に、前面カバー２
１ａに形成した矩形穴３５（被係合部）を払出ユニット取付け部２０に形成した係合片３
６（係合部）に係合させることで、払出ユニット取付け部２０に固定した固定位置に保持
する。
　このように、簡単な操作で払出ユニット６を固定位置にすることができる。
【００６０】
　払出ユニット６を取り外す際には、前記のように払出ユニット６を固定位置にした状態
において通路開閉部材４２を閉位置に切換えてから、払出ユニット６を上方へ少しスライ
ド移動させ、２つの切欠き部３４から２つの係合片３３を係合解除すると共に、矩形穴３
５から係合片３６を係合解除することで、固定位置から非固定位置に切換えて、払出ユニ
ット取付け部２０から払出ユニット６を取り外すことができる。
【００６１】
　次に、球止機構６０の作用、効果について説明する。
 貯留皿を設けた開閉体４の開閉動作に連動して、球通路８の下流端の球供給口３０ｂを
開閉可能な球止機構６０が、球供給口３０ｂにおいて遊技球１８が流下する方向とは交差
する軸線回りに回動可能に支持され、球通路３０の球供給口３０ｂから遊技球１８が貯留
皿へ払い出されないように球通路３０を球止状態にする払出停止位置と、球供給口３０ｂ
から遊技球１８が貯留皿へ払い出されるのを許容すべく球通路３０を球止解除状態にする
払出可能位置をとり得る回動部材６１を設けたので、回動部材６１が球供給口３０ｂを開
閉する開閉動作するためのスペースを球止機構６０の背面側に設ける必要がなく、回動部
材６１を配置する為に必要な回動部材占有スペースとほぼ同等のスペース内で回動部材６
１を回動させて払出可能位置と払出停止位置とに切換えることができるため、小型、省ス
ペースで簡単な構造の且つ安価に製作可能な球止機構６０を実現することができる。
【００６２】
しかも、球止部６１ｂは、球通路３０の下流端近傍部において緩傾斜状に前方へ流下して
来る遊技球１８を受け止めるように構成してあるため、球止部６１ｂに遊技球１８の重量
や衝撃等の荷重が作用しないため、回動部材６１が回動する際の摺動抵抗も小さく、回動
部材６１の摺動部が摩耗しにくく、耐久性に優れる。
【００６３】
　しかも、枠体３側の球通路３０を遊技盤２の近傍部（貯留皿の球導入口７の近傍部）ま
で延長し、その球通路３０の下流端近傍部に球止機構６０を配置することが可能になるた
め、球止機構６０の下流側に通常設けられる受け皿集合樋を省略することができ、受け皿
集合樋を突入させる為の枠体３側のスペースを省略することもでき、製作費を一層低減す
ることも可能になる。
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【００６４】
　回動部材６１は、球通路３０の下流端近傍部を形成する通路形成部材である前端ケース
５２と前端カバー５３とに回動自在に支持され、回動部材６１の球止部６１ｂは、回動部
材６１が払出可能位置にあるとき球通路３０の下流端近傍部の底部を形成するため、球止
部６１ｂに２つの機能を持たせることができ、構造の簡単化を図ることができる。
【００６５】
　球止め機構６０は、回動部材６１を払出停止位置へ付勢する付勢部材である捩じりバネ
６２と、球通路３０の下流端近傍部を形成する通路形成部材に回動自在に支持され且つ開
閉体４が閉じられる際に開閉体４で押動されて払出可能位置になるように回動部材６１を
回動させるレバー部材６３とを有するため、開閉体４が閉位置から開位置側へ回動して開
閉体４がレバー部材６３を押圧しなくなると、捩じりバネ６２の付勢力により回動部材６
１が払出停止位置へ自動的に切換えられるから、開閉体４を開いたときに遊技球１８球供
給口３０ｂからこぼれ出すのを確実に防止することができる。
【００６６】
　しかも、開閉体４を閉じると、開閉体４側の板バネ６５によりによりレバー部材６３が
押動されて、回動部材６１が払出可能位置に自動的に切換えられるため、遊技球１８が球
供給口３０ｂから貯留皿へ確実に供給可能になる。このように、板バネ６５を介してレバ
ー部材６３を押動させる構成であるため、レバー部材６３及び回動部材６１に衝撃力が作
用しないため、耐久性に優れる上、衝突音も発生しない。
　また、回動部材６１が払出停止位置にあるとき、回動部材６１の本体部６１ａを前面板
７０の背面で受け止めるため、払出停止位置の回動部材６１を受け止める部材を省略する
ことができる。
【００６７】
　次に、前記実施例を部分的に変更する例について説明する。
（１）前記通路開閉部材４２は合成樹脂製のものを例として説明したが、通路開閉部材４
２は薄手の金属板を打ち抜き成形したもので構成してもよい。
【００６８】
（２）前記払出ユニッ６は、上方へ移動させることで固定位置から非固定に切換える構成
であるが、下方へ移動させることで固定位置から非固定に切換える構成であってもよく、
この場合、禁止機構は、払出ユニット６の通路形成部材６Ａの上端壁に形成した矩形穴（
非規制部）と、通路開閉部材４２の下端から突出するＬ形の係合部（規制部）とで構成し
、通路開閉部材４２を開位置にしたとき係合部が矩形穴の右側壁部に係合して払出ユニッ
ト６の下方への移動を禁止し、通路開閉部材４２を閉位置にしたとき係合部が矩形穴から
抜け出し可能にすることで、払出ユニット６の下方への移動を許容するように構成しても
よい。
【００６９】
（３）前記球止機構６０の回動部材６１の本体部６１ａは必須のものではなく省略可能で
あるが、本体部６１ａを省略する場合には、回動部材６１に回動部材６１が払出停止位置
のとき前面板７０の背面に当接する当接片を設けることが望ましい。
（４）その他、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、前記実施例に種々の変更を付加した形
態で実施可能である。
【産業上の利用可能性】
【００７０】
　本発明は、種々の弾球遊技球に適用することができる。
【符号の説明】
【００７１】
１　　　　弾球遊技機
２　　　　遊技盤
３　　　　枠体
４　　　　開閉体
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６　　　　払出ユニット
６Ａ　　　通路形成部材
８　　　　球通路（払出通路）
９　　　　払出機構
１８　　　遊技球
２４，２５，３０　　　　球通路
３０ｂ　　球供給口
３３　　　係合片（係合部）
３６　　　係合片（係合部）
４０　　　取外禁止機構
４２　　 通路開閉部材
４２ｅ　 規制部
４７　　 被規制部
５２ 　　前端ケース
５３　　 前端カバー
６０ 　　球止機構（球止手段）
６１　　　回動部材
６２　　　捩じりバネ（付勢部材）
６３　　　レバー部材
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